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2 0 2 1 年 4 月 3 0 日 

各  位 

株式会社三井住友銀行 

 

阪本薬品工業株式会社に「ＳＤＧｓ推進融資」を実施 

 

株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：髙島 誠）は、阪本薬品工業株式会社（代表取締役社長：阪本 

稜雄）に「ＳＤＧｓ推進融資」を実施いたしました。 

 

「ＳＤＧｓ推進融資」は、融資実行時に、株式会社三井住友銀行と株式会社日本総合研究所  

（代表取締役社長：谷崎 勝教）が、企業のＳＤＧｓ（※）に関する現状の取組状況を確認した上

で、本業を通じたＳＤＧｓ貢献への道すじ（ロジック）を分析し、ＳＤＧｓの取組推進に向けた  

アドバイス等をご提供する融資商品です。 

 

今回対象となりました、阪本薬品工業株式会社については、以下に記す事業を通じて、ＳＤＧｓ

の目標達成に向けた貢献が期待できると判断されました。 

 

① 安全で質の高い植物由来グリセリン等の提供による医薬品製造のサポート、加工食品の保存

性の向上 

目標 3 

すべての人に 

健康と福祉を 

3.3 2030年までに、エイズ、結核、マラリアおよび顧みられない

熱帯病といった伝染病を根絶するとともに肝炎、水系感染症

およびその他の感染症に対処する。 

目標 12 

つくる責任 

つかう責任 

12.3 2030 年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人  

あたりの食料の廃棄を半減させ、収穫後損失などの生産・ 

サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる。 

 

② 原材料の調達、製造における持続可能性への配慮、途上国における教育基金の設立 

目標 4 

質の高い教育を 

みんなに 

4.5 2030年までに、教育におけるジェンダー格差を無くし、障害

者、先住民および脆弱な立場にある子供など、脆弱層が  

あらゆるレベルの教育や職業訓練に平等にアクセスできる

ようにする。 

目標 7 

エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに 

7.3 2030 年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増 

させる。 

目標 12 

つくる責任 

つかう責任 

12.4 2020年までに、合意された国際的な枠組に従い、製品ライフ

サイクルを通じ、環境上適正な化学物質や全ての廃棄物の 

管理を実現し、人の健康や環境への悪影響を最小化する  

ため、化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出を大幅に

削減する。 

 

 

三井住友銀行では、「ＳＤＧｓ推進融資」により、本業を通じ、ＳＤＧｓが達成される社会の実現

に貢献をしてまいります。 
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＜ご参考＞ 

※ ＳＤＧｓとは 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称。国連総会で採択された、新興国 

だけでなく先進国等あらゆる国と地域が、貧困や平等、教育、環境等、「誰も取り残されない世界」

の実現を 2030年までに目指す 17の目標と 169のターゲットのことです。 

 

以  上 

 

このニュースリリースは、投資や勧誘を推奨することを目的としたものではありません。 

 赤穂工場 

グリセリン誘導体を生産  

フィリピン(バタンガス州)  

教育基金設立 

 泉北工場  

グリセリンを生産 

 


